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闘第 25回日本失語症学会 ・ 会長講演

わが 国に お ける失語症 リハ ビ リテ
ー シ ョ ン の 流れ

竹 　田 　契 　
一 ＊

（失語症研究 22（2）：103〜107，2002）

　　1．ス テ ハ ン ・ フ ウゴウ
ー

日本の 失語症研究の 始 まり
一

　か つ て筆者が そ の編纂 に携 わ っ た 日本失語症文

献集成 （1972）に よれば，1909年 に ス テ ハ ン ・フ

ウ ゴ ウ に よ る 「神経疾患 二 来 ル 言語障碍 二 就 イ

テ」が細谷雄太に よ り紹介 され た の が ， わ が 国に

お け る失語症言語治療の 最初の文献で ある 。 そ の

中で ， フ ウゴ ウ は Broca失語症 に対 して ，   失

語症 は治療 の 対象 とな りうる こ と
，   訓練 に は

数 ヵ 月〜 2 年か か る こ と ，   語音の 繰 り返 しが

有効 で ある こ と ，   左 手の 書字練習が 必要で あ

る こ との 4 点 を強調 して い る。

　ただし， 失語症 その もの を紹介 した論文 はさ ら

に 古 く，
1893年 の 大 西 鍛 に よ る 「失 語症 （ア

フ ァ ジー）二 就イ テ」， 同 じ く 1893年， 渡邊栄吉

に よ る 「皮質運動性失語症」 の症例報告が も っ と

も古 い文献 で あ ると考 え られ る。また 1895 年 に

は三 浦謹 之助の 「失語症」の紹介論文 がある 。

　失語症 セ ラ ピ ー
の 歴史は 1860年代の Brocaの

時代に まで遡 る 。 当時は聴覚障害児 ・者に対 して

行わ れ て い た 口 型 模 倣 を 中心 とす る 「聾唖教育

法」や吃音 ・構音障害児童に 行われ て い た 発音指

導法 を失語症患者に応用 して い た 。 また幼児教育

に ヒ ン トを得た歌 を歌 う， リズ ム を取 る，音を繰

り返 し言 うな ど の 指 導が 使わ れ て い た よ うで あ

る。1940年 代 に 入 り Goldsteinの 『Language

and 　language　disturbance』 （1948）が 出版 さ れ

る と ヨ ーロ ッ パ の み な らず ア メ リカ 合衆国で も当

時の聾唖教育 で 系統的指導法 として採用 され て い

た視覚刺激法 （文字の形 と 口 型 を連携 させ 意味 へ

と結 びつ け る方法）が取 り入 れ られ る よ うに な っ

た 。 また こ の 方法 は連合作 用 （motor 　 associa −

tion）と も呼 ばれ Broca失語 の 指導 と し て使わ

れる よ うに な っ た。

　わ が 国の 失語症研究の 歩み を見て み よ う。 日本

失語 症文献集成に よれ ば ， 1893〜 1971年 ま で の

78年間に 専門誌に 発表 され た失語症 関連 の 論文

は ， 合計 340論文 で あ っ た 。 そ の 内訳 を見て み る

と ， 失語症総論 65， 症例報告 91， 剖検所見 37，

治療 （薬物な ど）7， テ ス ト法 17， 音声 ・言語 ・心

理 27， 失語症セ ラ ピー31， 大脳半球優位性 9，失

行・失認 3， 失読 失書 19な どで あ る 。 78年間の中

で 失語症セ ラ ピーに 関 す る論文が 31あ るが ， ほ

とん どの研究が 1966〜1971年の 間 に集中的 に発

表 さ れ て い る 。

　それ以前の 日中戦争 ， 第二 次大戦か ら ， 敗戦直

後に か けて の 時期 は ， 日本 の 失語症研究の 黎明期

と も い え る時代で あ り， 特筆す べ き論文が い くつ

か み られ る 。 1つ は三 浦岱栄 に よる海外失語症研

究 の紹介 ， 特 に Head の テ ス トの 紹介で ある 。 次

に 井村 恒 郎 の 「失語 一日本語 に お け る特性
一
」

（1943）， さ ら に 大橋博司の 「失文法 ， 日本語 に お

け る 二 ，三 の 特質」 （1952）な ど 日本語 を母 国語

と す る失語症者の 言語学的特性 に つ い て初 めて記

載された貴重な研 究が こ の 時期 に集 中し て い る。

　 系統的な失語症 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の 研究 は ，

や は りア メ リカ 合衆国に 始 ま る 。 第 二 次世界大戦
ホ
大阪教育大学 受稿 日　 2 02年 4 月 8 日
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終了後 ，
ア メ リカ で は シ カ ゴ 大学 の Wep 皿 an 教

授 に よ っ て退役軍人 の 失語症 の研究が精力的 に進

め られ た 。 そ の 集 大成 と して 1951年に 「Recov−

ery 　from　aphasia 』が 出版 され て い るが ， 失語症

の 予後 に つ い て は比較的楽観的な記述が な され て

い る 。 1960年代の ア メ リカ の 大学院 の 失語症 授

業 は Wepman の 著書が 教科書 で あ り，使 用 され

た テ ス トも Wepman 作成 の LMTA （Language

Modalities　Test　 of 　 Aphasia）で あ っ た 。

1963〜1965年筆者 自身 ミ シ ガ ン 大学大学 院在学

中に 使 用 し た の も こ の Wepman の 著 書 で あ っ

た 。

II．ア メ リカ の 失語症学派

　 ア メ リカ の 失語症研究 の流れ を強い て 分 け る と

す る と，高次脳機能障害の 臨床研究の 「ボ ス トン

学派」 と，失語症 の リハ ビ リテーシ ョ ン で 有名な

Mayo 　Clinicを中心 とす る 「ミネソタ学派」とな

る。ボス トン 学派 は Goodglass
，
　 Sparks，　 Ges−

chwind ，　Benson，
　Albert，　Heim −Estabrooks，そ

し て そ れ をわ が 国に伝 えた Yamadori （山鳥重）

など の 研究者が該当す る 。 また ボ ス トン 失語症検

査 と して全米で 使われて い る BDAE （The 　 Bos−

ton　Diagnostic　Aphasia　Examination） は ， 失語

症の タ イプ をテ ス ト
・プ ロ フ ィ

ー
ル か ら読 み 取 る

こ とが可能で あ り ， 病巣部位 と の 関連 も示唆 され

る ユ ニ ー
クなテ ス トで あ る 。

　 ミ ネ ソ タ学派 は ，
Darley

，
　Schuell

，
　La　 Pointe，

Rosenbek，　 Sasanuma （
．
笹沼澄子）な どが こ の グ

ル
ープに 入 る 。 ミネ ソ タ学派は また Schuellを中

心 に ミ ネ ソ タ 式失語症鑑別 診断検査 （Minnesota

Test　for　the　Differential　Diagnosis　of　Aphas｛a）

を作成 し た 。

　現在 の 系統的 な失語症 リハ ビ リテ ーシ ョ ン の 原

型 は 1960 年代の Mayo 　CIinicで の 臨床研究が 始

ま りと考 え られ て い る 。 21 世紀初頭の 当学会 総

会の 特別講演者と して ， 失語症 リハ ビ リの 原点で

あ る ミ ネ ソ タ 学 派 の 中心 的 研 究 者 で あ る La
Pointe と Rosenbek を お 招 き で き た こ とは 意義

深い もの が あ る 。

　1960 年代 の ア メ リ カ で の失 語症 訓練 は ， Wep −

man ，　 Schue11の 影 響 を強 く受 け て い た た め ， 絵

失語症研究　第 22巻 第 2 弓
’

カ
ー

ドを直接患者 に み せ ， 繰 り返 し名称 を言 わせ

る 「刺 激法 （Stimulation　Method ）」カs
’
全 盛 で

あ っ た 。 また Schuellの影響 もあ り失語症の もっ

と も基本的な問題 は 「聴覚理解の 障害」で ある と

の見解で訓練全体 に聴覚刺激の反復 トレ ーニ ン グ

（reauditorization ） を行 うの を日常と し て い た 。

刺激法は ， 基本的に は 以下の 6段階か ら構成 さ れ

る 。   強力 な聴 覚刺激 ，   適切 な言諮刺 激， 

反応 を生起 させ る刺激，   感覚刺激 の 反復使用 ，

  強制 を受 けな い 反 応 の 生 起，  最大 限の 反 応

の生起 。 こ の考 え方の 背景に は当時の 障害児教育

で 使われ 始 め た S −R （刺激
一
反応）理 論が あ る 。

繰 り返 し学 習 の 中 で 正 し い 反 応 を 強 化 （rein −

forcement）し て い くとい う考 え方で あ る 。 当時

か ら最新の 情報を持 ち系統的 な失語症訓練を行 っ

て い た全米 の 退役軍人病院 （Veteran
’

s　Adminis−

tration　Hospital）で も訓 練 の 中心 は 刺 激 法 で

あっ た 。

III．　 ISTA （失語症強化言語訓練）とは

　 1960年代の 初頭 か ら 197  年に か けて ， ミ シ ガ

ン 大学ス ピ ー
チ ・ク リニ ッ ク に お い て全米 で初 め

て 12 週間宿泊の失語症強化 言語訓練 が開始さ れ

た
。
ISTA （lntensive　Speech　Therapy 　for

Aphasics） と呼 ばれ，全米か らそ の 効 果が 注 目

され た失語症の特別 トレ
ー

ニ ン グプ ロ グラ ム で あ

る 。 幸 い に も こ の ISTA に筆 者が 参 加 す る こ と

が 可能 とな り， 1963〜1965年 の 3 ヵ 年 に わ た っ

て 実際の ス ピ ーチ セ ラ ピーを体験 した 。 こ の ミ シ

ガ ン で の貴重 な経験が 1970年代の 伊豆 韮 山温 泉

病院で の 失語症 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の 基礎 を作 っ

た と言 っ て も過言で は な い
。 ISTA で は ， 発症 か

ら 2 ヵ 月が 経過 した 失語症 患者 20名 を全米 か ら

集 め，12 週 間に わ た り， 週 に 5 日間毎日 5 時 間

以 上 ミ シ ガ ン大学の 構内に ある ス ピ ーチ ク リニ
ッ

ク に お い て 強化訓練 を行 うもの で ある 。 言語学者

の Tikofsky教授 の ス ーパ ーバ イ ズ の も と に 10
人 の ク リニ シ ャ ン が 指導に 当た っ た 。 主 に絵 カ ー

ドによ る呼称 を中心に した刺激法 で あ っ た が ， 基

本的 に は 日常生 活 に役立 つ 能力 を見 つ け ， 集中的

に 訓練 し て い く方法 が と られ て い た た め ， func−

tional　abilities 　approach （実用 的 ア プ ロ ー
チ）
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と呼 ばれ た 。
こ の ， 当時の ミシ ガ ン大学の訓練の

ノ ウハ ウが 全米 の 失語 症指導 の モ デ ル とな っ て

い っ た 。

　さて わが 国で 失語症 リハ ビ リテ ーシ ョ ン が本格

的に 始 まる き っ か け を作 っ た の は ， 私が知るか ぎ

り Martha　Taylor　 Sarno女 史 で あ る と思 う。

1964年長野 県の 鹿教湯温 泉療養 所 （現在 の リハ

ビ リテ
ーシ ョ ン セ ン タ

ー鹿教 湯病 院）に来 られ

（当時は まだ Martha 　 Taylor）， 個別指導 の訓練

室 ， 教材 ， セ ラ ピ ス トの 養成な どに つ い て意見を

述 べ られ た 。 Taylor女史か ら効 果的 な練習用機

器 と し て language　master を紹介 され ， 日本で

最初に こ の 機器 を購入 した の も鹿教湯温泉療養所

で ある。

王V．PaImer博士 の 影響

　1960 年代に は ほ か に Kansas 　State　University

の Palmer の影響が大 き い
。
　 WHO の 関係で東京

に来 ら れ
，

日本 の聴覚言語障害の 臨床 ・研究に つ

い て 示唆 に富む 意見 を述 べ られた 。 こ れ が き っ か

けで田 口恒夫 ， 神山五 郎， 柴 田貞雄 ， 佃
一

郎 ， 長

沢 泰子 ， 飯高京 子 な ど多 数 の 研 究者が Wichita
，

Kansas に 留学 し ，
　 Palmer 博士 の教 え を請 うこ

とに な っ た 。 Wichitaの ス ピ ーチ ク リニ ッ ク で 最

先端 の 聴覚 言語 障害 臨床を習得 し帰国 した彼 ら

が
， わ が国の そ の 後の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 障害 に

関する臨床研究の 中心的役割を担 っ て こ られ た の

は周知の事実で ある 。

V ．言語病理学入門初級講座の 開始

　　　　　 （1966〜 1968）

　将来の ST の 国家資格制度を見据え ， 日本で最

初の ス ピーチセ ラ ピス トの 養成プ ロ グラ ム が 開始

され た。 4 年制大学卒 の 1年課程 で ， 定員は 30

名だ っ た。東京の碑 文谷 に あ っ た 日本 ベ ル 福祉協

会の 言語障害部門 （佃
一
郎が 所長）が 主体 とな り

3 年間で 合計 80名 の 卒業生 を出 した 。 講 師陣 は

アメ リカで言語病理 学の 修士 ， 博士課程を終了 し

て きた ものが 中心 とな り，それ に東京大学 の耳鼻

咽喉科学教室 ， その他の専門家が バ ッ クア ッ プ し

て講義を行 っ た。こ の講 座で 聴覚 ・言語障害 に関

す る基礎 と臨床 を学んだ 人達が ， 終了後に は全国
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の病院 ， 施設に ス ピー
チ セ ラ ピ ス トと して 就職 し

た 。 当失語症学会の 現在の 理事 ， 評議員の 中に も

当該講座 に関係 した講師，
お よび当時講座 を受講

した卒業生が 多数含まれ て い る 。

VI．国に よる ST の 養成始 まる

　1971 年 4 月 よ り国立 聴力言語障害 セ ン タ
ー
附

属聴能言語専門職員養成所が新宿 区戸山町 に 開設

され た。 4 年制大学 卒業後 の 1 年制 で あ っ た 。

1979年 よ り国立 身体 障害者 リハ ビ リテ
ーシ ョ ン

セ ン タ
ー
学院 と して 埼玉 県の 所沢市 に移転 し ，

1992年よ り 2 年制 とな っ た （学院長 柴田 貞雄）。

今 まで の 約 1，000名の 卒業生が医療 ， 福祉 ， 教育

の 現場 で 活躍 し て お り， 当学会の 中で も中心 的存

在 とな っ て い る。

W ．失語症 コ ン ピ ュ
ータ研究会の 発足

　　　　　 （王965〜 1969）

　1965 年 ， 当時国立聴力 言語障害 セ ン タ
ーの 言

語課長で あ っ た神山五 郎氏の 指導の も とに ， 当時

新 し い 統計処理 とし て 注 目され て い た因子分析に

よ る失語症解析 の勉強会が ， 東京大学医学部物療

内科 の 高橋晄正氏 を講師に 迎 え ， 毎週 月曜 日の 早

朝 7 時 よ り 10 人程 度 の 有志 に よ っ て 行 わ れ た 。

「シ ュ
ー

ル
ー
笹沼失語症簡易検査」 を 80例 の 失語

症患者 に 施行し ， そ の 結果 の 因子 分析を行 っ た 。

　特に 検討した項目は ， 採点法 ， 検査の 下位項 目

の 修 正 ， 追加 な ど で ，
1967 年 の 日 本 リ ハ ビ リ

テ ーシ ョ ン 医学会総会 に お い て ， 「失語症 の情報

科学的研究第 1報
一
第 6報」 と して 発表した 。

こ

の 年か ら本格 的 な 失語症検査法 の 開発が 始 ま っ

た 。

VIII．伊豆韮山温泉病院で の 臨床 （1968〜）

　1968年 に筆者が
， 伊豆 韮山温泉 病院 ス ピ ーチ

リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン ク リニ ッ ク 室長 とな り ， 「失

語症の リハ ビ リテ
ー シ ョ ン とは」， 「失語症 の 予 後

は」，「失語症検査 法の 完成」を命題 に失語症 の 治

療研究 に 取 り組 む こ ととな っ た 。

　検査 法作成に 関して は，幸 い に も厚生省 よ り特

別研究費が お り ， 全国規模で の 医療現場の 協力 も

あ り，
1974 年 に 標準 失語症 検査 （SLTA ） と し
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て 完成す る 。

　 当時の 長谷川恒雄 院長 （日本失語症学会前理 事

長）の 卓越 した指導力の もと に 数人 の 神経内科医

が加わ り， 脳卒 中の リハ ビ リテ ーシ ョ ン が始 ま っ

た 。 加藤正 弘氏 （現 日本失語症学会理事長） もそ

の 1 人で ある 。 当時の失語症 リハ ビ リテ
ーシ ョ ン

として は破格 の 扱 い を受 け ， 失語症の 訓練室 5 部

屋 ，
セ ラ ピ ス ト 7 名 と い う恵 まれ た環 境で の ス

タ
ー

トで あ っ た。伊豆韮 山の 第 1 期の 失語症臨床

で
．
育っ た人 た ち に は ， 佐野洋子 ， 柏木 あさ子，狛

木敏宏 ， 熊倉勇美 ， 中嶋京子 ， 出村洋子 ， 岩田 ま

な ， な ど多数 の優 れ た臨床家が お り，す べ て 現在

の 失語症学会 の 中心 メ ン バ ーで ある 。

　 伊豆 韮 山温 泉病 院で は 1973〜74年 ミ シ ガ ン 大

学 で 行 わ れた ISTA を試験 的 に行 っ た 。 1 凵 4

時間 ，
1 週平均 18．5 時間の ハ

ー
ドス ケ ジ ュ

ール

で 7名 の Broca タ イ プの 失語症 患者 に 3 ヵ 月間

の 集中訓練で あ っ た 。 呼称 ， 書字 ， 理解力 を中心

に ， 広 くコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 全般 の 改善 を 日ざ し

た トレ
ー

ニ ン グを行い そ の 効果 を測定 した 。 こ の

研究か ら刺激法の み の 訓練 の 限界 が 明確 に な り ，

広 く日常生 活 に密着 した 「生 きた こ とば」の習得

の 必要性 へ と セ ラ ピ ーが 変化 し て い くき っ か け と

な っ た。

IX．失語症 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ンの

　　　　　　　　　　　　 考え方の 変遷

　 Brookshireに よ る　「An 　introduetion　 to　neur −

ogenic 　communication 　disorders』の 中 に 1960

年代以 降の ミネ ソ タ学派 の 失語症 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の考 え方が詳 し く紹介 さ れて い る （Broo −

kshire　 l992）。 筆者 が ミ シ ガ ン 大 学で 経験 した

ISTA とそ の 考えが
一

致す る の で
一一部紹介す る 。

　  
“
Train　and 　hope” 3 ヵ月 1 ．単位 の セ ラ ピー

を 2 〜 3 回繰 り返 し ， そ の 後は積極 的な 対策は 取

らな い
。 口常生活 に汎化 （carry 　over ）する こ と

を ひた す ら期待 し て 待 つ 。 
“

Train　 sufficient

exemplars
”

患 者 と セ ラ ピ ス ト 1 対 1の 指導の 中

で ，基本例 を挙 げ ， そ の 表現が 使わ れ る場面を徹

底的 に繰 り返す こ とが汎 化 に つ なが る と考 えた 。

 
“
Train　loosely”自然 の さまざ まな言語環境 を

想定 し，色々 な文 脈 の 中で 意志の疎通 を は か る ト

失詒症研究　第 22 巻 第 2号

レ ーニ ン グが 生 まれ た 。 こ の 方法 は患者の 自発性

を重視す る と い う こ と もあ り， や る気 に 繋が りや

す く， 汎化 しや す い とい う考 え方で あ る 。

　 ま た ジ ェ ス チ ャ
ーよ りも話 し こ とばや書字 に こ

だわ る指導が 多 く， 場面にあ っ た簡単 な表現が表

出で きる と必ず 「ほ め る」 と い う方法が取 られ，

自然 に 話す こ と ， 書 くこ とが 正 の 強化刺激 と な っ

て い た 。 そ の 後
“
Self　generated　cues

”

（ヒ ン ト

を使用する こ と に よ り，
よ り覚 え に くい 表現を思

い 出す呼称訓練）が使わ れ る よ うにな り， 目常生

活場 面で使 うこ とばを訓練で 取 り入 れ る よ う に

な っ た。ま た汎化 が 望 ま し い 場面 をす べ て 練 習

して い く方法 も取 られ た 。 こ の よ うに 刺激法 を

べ 一ス に以 ．卜述 べ た 考え方 が初 期 の わ が 国の 失

語症 リハ ビ リテ ーシ ョ ン の
“
philosophy

”

また は
“
rationa 】

”
な理論的背景 とな っ て い く。

X ．韮 山力 ン フ ァ レ ン ス の 発足

　　　　（1969〜 1976）

　 口本失語症学会 の 基礎作 りに 貢献 した韮 山カ ン

フ ァ レ ン ス に つ い て 述 べ る 。 1969 年夏 よ り毎年

失語症検査 法作成 に 向けて の 研究会が伊豆韮山で

開か れた 。 学際的 な研究会 を目ざし ， 学閥 に と ら

わ れ る こ とな く，失語 ・失行 ・失認 に 関心 の あ る

医学 ， 言語学， 心 理学 ， 数理 統計学，教育学，言

語病理学 の 専門家が
一

同に 会 し
一

泊 二 日の泊 ま り

込 みで夢を語 っ た 。

　全 国共通 の 失語 症鑑別診 断検査 の 作成 を 目標

に ， 現存 す る海外の 失語症検査約 5  種を集め ，

下位項 目別 に 分類 した。また 臨床家の 目を重 視

し ， 喚語困難 ， 錯語 ， 復唱障害 ， 書字 ・読字障害，

理解 の 障害 ， な どの 失語症状 を sensitive に と ら

え る に 有効 と 思 われ る項 目を採用 した。まず は ，

失語症 コ ン ピ ュ
ー

タ研究会 よ り受 け継 い だ 80 症

例 の デ ー
タ の 因 子 分 析 結 果 を踏 ま え，JLTA

（Japan　 Language　Test　 of　Aphasia）試 案 1
，

II
，
　 IIIを作成 した 。

　次 に JLTA の デー
タ 分析を通 し て，下位 項 目

の プ ロ セ ス ア ナ リシ ス を行 い
， 現在 の SLTA の

原型 と なる標準失語症 検査 （SLTA ）試案 1 ，
　 II

を作成 し， 1974年 に 5 つ の モ ダ リ テ ィ ， 26の
．
ド

位項 目 の 検査 が完成 した 。多 くの 研究者の 協力 を

N 工工
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得 たの み ならず ， 全国の 多数 の病院の 協力に よ り

完成 した学際的な検査法で ある。

XI． 日本失語症 学会の 創立

　 1977年 韮 山 カ ン フ ァ レ ン ス の 主 だ っ た メ ン

バ ー
を中心 と し ， 標準失語症検査の完成に よ り将

来必要 とな る鑑別診断の 問題 ， 失語症 の 治療法の

問題 ， ST の 国家資格の 問題な どの解決の た め に

研究会 を立ち上 げた 。 第 1回失語症研究会学術集

会 は ／977年 ／1月 24日東京の ホテ ル 高輪 に お い

て ， 相澤豊三会長の 下 に開催 された 。

一
般演題 は

な く，特別講演 7題 で あっ た。特 に初め て 標準化

され た SLTA の お 披露 目の 会 で もあっ た。研究

会 は 6 回で終了 し， 第 7 回よ り日本失語症学会学

術集会 と名称 を 変更 し現 在 に 至 っ て い る。機

関 誌 「失 語 症 研 究 （IIigher　 Brain　 Function

Research）」は 1981年の 工月 に 創刊 さ れ た 。 創

刊号に は相澤豊三理 事 に よる創刊の 辞 ， 大橋博 司

第 3 回大会会長 の会長講演 「失語図式の 再検討」，

2 本の 原著論文 ， 第 1 〜 3 回の 失語症研究会学術

集会の 発表要 旨な どが掲載 さ れ て い る 。

XII．大阪教育大学での ST 養成

　筆者は ， 1975年 に伊豆 韮山温泉病院 を辞 し，

大阪教育大学教育学部言語障害児教育教員養成課

程 （平野分 校）に 助教授 とし て 赴 任 した （1982

年 よ り教授）。 そ の 後校 舎は現在 の 柏原市旭 ヶ 丘
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に移 っ た が ， 国家資格制定まで の 聞 ， 同課程 ， 聾

学校教員 養成課程 ， 特殊教育特別専攻科 （1年

制）， 大学院障害 児教育専攻 （修 士課程） は関西

に お け る ST 養成の 中心 的存在の 1 つ で あ っ た。

こ こ か ら巣立 っ て 現在活躍 し て い る ST は約 20 

名に上 っ て い る 。

　今回 21 世紀最初 の 日本失語症 学会総会を主 催

さ せ て頂 く光栄に恵 まれた 。 わが 国の失語症 リハ

ビ リテー シ ョ ン の 歴史 は まだ 40 年 と浅 い に もか

かわ らず ， 当時の訓練 の様子 や検査法 開発 の経

緯 ， また 当学会発足の 歴史を知 る人々 も少な くな

り段々 と風化 し つ つ ある 。 第 25回大会 と い う節

目の 学術総会 に あた り， 筆者個人の 体験 を通 して

20 世紀後半 を振 り返 る こ と に よ り，21世紀 へ の

指針 を得た い と思 う。
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